
清水所のＪ★ガールが地本部長を訪問
し
ゅ
う
」
所
属
の
名
古
屋
麻
佑
１
等
海
士
の
静
岡
地
本
部
長
訪
問
を
支
援
し

地
）
所
属
の
中
本
比
衣
奈
空
士
長
と
、
海
上
自
衛
隊
多
用
途
支
援
艦
「
え
ん

中
本
空
士
長
は
平
成
３
１
年
３
月
、
名
古
屋
１
等
海
士
は
令
和
元
年
９
月

集
案
内
所
は
、
６
月
２
３
日
（
火
）、
航
空
自
衛
隊
第
６
航
空
団
（
小
松
基

集
用
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
の
モ
デ
ル
に
も
起
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
度
、

自
分
が
ポ
ス
タ
ー
に
写
っ
て
い
る
の
が
不
思
議
な
感
じ
で
す
が
、
募
集
に
協

省
す
る
期
間
が
偶
然
に
も
一
緒
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
清
水
所
長
が
本
部
長
訪

２
人
は
本
部
長
室
で
杉
谷
本
部
長
と
面
会
。
は
じ
め
に
清
水
所
長
が
本
部

あ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
」
と
近
況
を
語
っ
た
。

た
。

に
清
水
所
か
ら
入
隊
し
た
隊
員
で
あ
り
、
同
所
で
作
成
し
て
い
る
自
衛
官
募

都
道
府
県
を
ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
要
請
が
緩
和
さ
れ
、
休
暇
を
取
得
し
て
帰

長
に
ポ
ス
タ
ー
モ
デ
ル
に
起
用
し
た
経
緯
や
実
際
に
掲
示
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー

力
で
き
て
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
、「
現
在
は
衛
生
員
と
し
て
勤
務
し
て
い

問
を
提
案
し
、
２
人
併
せ
て
の
訪
問
が
実
現
し
た
。

の
紹
介
を
行
い
、
そ
の
後
懇
談
に
移
行
し
た
。

中
本
士
長
は
「
ポ
ス
タ
ー
モ
デ
ル
に
起
用
し
て
い
た
だ
い
て
光
栄
で
す
。

ゼ
ル
員
と
し
て
の
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
で
精
一
杯
で
す
」
と
話
し
つ
つ
も
、

一
方
、
名
古
屋
１
士
は
「
教
育
隊
を
修
業
し
た
ば
か
り
で
、
今
は
デ
ィ
ー

ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
最
前
線
に
い
る
の
で
、
緊
張
感
の

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
杉
谷
康
征
１
等
空
佐
）
清
水
募

「
大
学
の
後
輩
か
ら
『
ポ
ス
タ
ー
見
ま
し
た
』
と
よ
く
連
絡
が
来
ま
す
。
少

し
恥
ず
か
し
い
で
す
が
、
静
岡
地
本
の
活
動
に
微
力
な
が
ら
協
力
し
て
い
き

ま
す
」
と
決
意
を
表
し
た
。

杉
谷
本
部
長
は
「
静
岡
地
本
の
自
衛
官
募
集
に
協
力
し
て
く
れ
て
非
常
に

と
伝
え
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
よ
う
健
康
管
理
に
留
意

感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も
可
能
な
限
り
協
力
し
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
」

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
て
自
衛
隊
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
募
集
活
動
協
力
者
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。

し
、
自
身
の
業
務
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

自衛官候補生が前期教育課程を修了
た
。
科
連
隊
自
衛
官
候
補
生
課
程
教
育
修
了
式
を
取
材
し
、
県
内
出
身
隊
員
を
激
励
し

午
前
１
０
時
。
駐
屯
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
３
カ
月
の
教
育
期
間
を
乗
り
越
え

日
（
月
）、
陸
上
自
衛
隊
板
妻
駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）
で
行
わ
れ
た
第
３
４
普
通

た
。

自
衛
官
と
い
う
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
し
、
邁
進
し

た
自
衛
官
候
補
生
１
０
３
人
と
そ
の
家
族
、
そ
し
て
教
育
を
担
当
し
た
隊
員
な
ど

教
育
を
担
当
し
た
第
３
４
普
通
科
連
隊
長
・
深
田
満
男
１
等
陸
佐
は
式
辞
で
、

を
見
守
っ
て
き
た
。
今
後
も
新
入
隊
員
の
教
育
の
様
子
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発

陸
士
に
任
官
し
た
自
衛
官
候
補
生
た
ち
は
、
自
衛
官
と
し
て
責
任
感
を
持
っ
て
職

言
葉
を
送
っ
た
。

や
っ
て
い
け
る
か
不
安
だ
っ
た
が
、
同
期
と
助
け
合
っ
て
乗
り
切
る
こ
と
が
で

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
杉
谷
康
征
１
等
空
佐
）
は
６
月
２
９

「
同
期
と
と
も
に
困
難
を
克
服
し
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら

が
集
ま
り
、
修
了
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

信
し
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て
い
く
。

き
た
。
後
期
教
育
も
頑
張
り
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
う
「
服
務
の
宣
誓
」
を
全
員
で
声
高
ら
か
に
宣
言
し

て
い
こ
う
」
と
、
こ
れ
か
ら
自
衛
官
の
道
を
歩
ん
で
い
く
若
者
た
ち
に
温
か
い

今
後
の
配
属
先
と
と
も
に
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
後
、
晴
れ
て
２
等

修
了
式
を
終
え
た
富
士
宮
市
出
身
の
隊
員
は
「
入
隊
当
初
は
体
力
が
な
く
、

静
岡
地
本
は
、
板
妻
駐
屯
地
に
お
け
る
自
衛
官
候
補
生
の
取
材
を
続
け
、
成
長


